
第 ２ 回 経 営 協 議 会 議 事 要 録

１ 日 時 平成１８年１１月１６日（木）１４時００分から１５時５５分

２ 場 所 地域・国際交流プラザ 会議室

３ 報告事項

(1) 平成１７年度に係る業務の実績に関する評価の結果について

黒田理事から，国立大学法人評価委員会による平成１７年度の業務の実績に

関する評価に関し，全体評価及び項目別評価の結果について，別紙報告１資料

１～３により説明があり，「中期目標・中期計画の達成に向けて順調に進んで

いる」と評価された旨の報告があった。

(2) 大学機関別認証評価について

黒田理事から，大学評価・学位授与機構による大学機関別認証評価に関し，

６月３０日に提出した自己評価書，１０月２４日～２６日に実施された訪問調

査及び今後のスケジュールについて，別紙報告２資料１～２により報告があっ

た。

(3) 平成１８年度発明届出等件数（上半期）について

渋谷理事から，平成１８年度上半期の特許相談受付件数，特許出願件数，知

的財産活用件数等について，別紙報告３資料により報告があった。

(4) 外部資金の受入状況について

渋谷理事から，寄附金，共同研究及び受託研究の受入状況等について，別紙

報告４資料により報告があった。

(5) 平成１７事業年度決算の概要について

小林理事から，平成１７事業年度の決算に関し，財務諸表については６月２

０日に開催された本協議会での審議結果のとおり文部科学大臣の承認が得られ

たこと，また，利益の処分に関する書類（案）については剰余金の使途につい

て，現在文部科学省と財務省の間で協議中であること等について，別紙報告５

資料により報告があった。

(6) 平成１９年度概算要求の状況について

小林理事から，文部科学省から財務省に対し提出された平成１９年度運営費

交付金概算要求及び本学の収入支出概算要求書の概要等，並びに文部科学省の

国立大学法人等施設整備の実施方針等及び本学からの要求事業に係る評価結果

等について，別紙報告６資料１～２により報告があった。



４ その他

(1) 授業料標準額の改定について（自由討議）

学長から，自由討議のテーマの趣旨等について，資料により説明があり，本

学における授業料の一律値上げ及び学部別授業料の導入等について意見交換が

行われ，各委員から家庭の年間平均年収，学生生活費の実態等の社会情勢から

判断して，授業料は上げるべきではないこと，剰余金の有効的な使用及びより

学生の視点に立った大学運営の在り方等について意見が述べられた。

（以上）


